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５月23日（土） 14 時〜

勉強会で、筑西市の医療の現状を学び、自分
が持っていたイメージとの違いなどを知る
ことができました。正しい知識を身につける
ことで、自分たちが暮らすまちの医療は大
丈夫だろうかという漠然とした不安が少し
減ったと感じます。
自分にできること
を考えるきっかけ
になりました。

市では現在の地域医療が抱える課題を知り、これからを考える勉強会を開催しています。
みんなが安心して暮らしていくために、ぜひ一緒に、筑西市の医療の未来を考えませんか？

さらに、2050 年には市民の約半数が、65 歳以
上の高齢者になるといわれています。そのため、
医療と介護を必要とする人が増加します。

少ない医療資源（医師、薬
剤師、看護師など）で市民
に医療を提供しています。

（人）

全国 筑西市

10 万人あたりの医師の数

150

全国平均の
約半分

第１回勉強会では、筑西市の医療の課題を話し合うグループ
ワークを行いました。市民・行政・医療関係者など 22人が参
加し、それぞれの立場から、医療について不安に思うことや
疑問、良い点などを話し合いました。

市民・行政・医療関係者が共通理解を図りながら、
協働して取り組むことが大切

今後の勉強会では、第１回で出た意見をさらに掘り下げ、解決するためにで
きることを考えていきます。一緒に考え、学びませんか？

筑西市の医療って
どうなってるの？

などなど

自分にできること
あるかな？

医療資源はなぜ少
ないのか

安心して
暮らせる

まちにしたい

【問】地域医療推進課（本庁２階）☎２２−０５３５

対 象 者
申込方法

開 催 日 場 所
市内在住の人、医療・介護従事者

コミュニティプラザ
（スピカビル 6階）

５月15日（金）までに電話又は電子申請で 詳しくはこちら

本市の地域医療の課題

第１回勉強会

地 域 医 療

グループワークで出た意見

こんなことを思ったことありませんか？
ぜひ一緒に学びましょう！

知ってください

自分にできることを考えるきっかけに

私たちのまちの私たちのまちの未来未来をひらくをひらく

地域医療の現状地域医療の現状ととこれからを考えるこれからを考える
市民・行政・医療市民・行政・医療に関わる人みんなでに関わる人みんなで

２０２５年問題２０２５年問題
市民市民の約の約1/31/3がが高齢者高齢者

医療従事者医療従事者がが少ない少ない

ー筑西市の医療の課題を話し合うー

医療医療

など

にに参加参加しませんかしませんか？？
についてについて考える考える

参加者の声

市民の立場として参加した
海老原  大樹さん

勉 会強

開催レポート

医療に関する情報
発信の充実が必要

行政行政
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